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1． は じめ に

　 本稿 は 3世紀 半ばの 三 国時代に南京に建 て られ た とい う建初寺に つ い て 考察す

る．

　 中 国 の 江 南地 方に は じめ て 仏教 を伝 え た の は 支謙で あ っ た とい う． 後漢の 末 に

動舌Lを さけて 呉国へ や っ て きた支謙は， 孫権 が呉 王朝 を建 国 した 222 年か ら亡 く

な る 252年 ま で 建 業 （現在 の 南京） に 住 ま い し， 多 くの 経典 を訳 出 した． しか し

優 婆塞 だ っ た た め か ， 寺 の 建立 に は思 い が い た らなか っ た よ うで あ る．

　
一

方 ， 孫権 の 晩年の 247年 ， 康僧会 はベ トナ ム か ら建業へ や っ て きた．神通力

に よ っ て ， 孫権 を信服 させ
， 建 初寺 は 建立 され た． 『梁高僧 伝』 に は 「（仏 舎利 の

出現 を 目の 当た りに して ）権 大い に嗟服 して
， 即 ち為 め に塔 を建 つ ．初 め て 仏 寺あ

る を以 て の 故 に ， 建初寺 と日ふ ．」
1）

とあ るが ， 洛陽 に は すで に寺院が あ っ た の

で ある か ら，
こ こ で の 初 め て とは， どの よ うな意味 な の で あ ろ うか． 例 えば   孫

権に と っ て は じめ て な の か ．   康僧会に と っ て は じめ て なの か ．   呉 国に と っ て

初め て なの か ．   江南地方に は じめ て なの か ．   そ れ 以外の 意味なの か ，

2 ． 建初寺の 歴史

〈金陵仏寺大 観 2003， p．493L＞
2）

に次 の ように記 され て い る．

建初寺 は昔の 宮城の 南 7 里 にあ る．呉の 大帝の 赤烏 10年 （247）康居の 人 で ある康僧会

は初 めて 建業 に や っ て 来た．茅葺 きの 庵 を営み ，像 を設けて 修行 に励 んだ．大帝 は会の

た め に こ こ に塔 を建て た．金 陵に 初め て の 仏教寺院で ある ．故に 建初 と号 した ． な らび

にそ の 地 を仏陀里 と名づ けた．寺の 前 に大 市 を立 て た た め，大市寺と呼ばれ た．東晋咸

和 （326−334）蘇峻の 乱 に塔 は焼 失 した．司 空何充が復 し修造 した．平西 将軍 趙誘 は寺

の 東 に 小 塔 を建 て た．宋元 嘉 （424−453）中 ， 鳳 が こ の 山 に翔集 した こ とが あ っ た．そ

こ で 鳳 凰 台 を寺 の 側 に建 て た．南朝の 高僧支曇籥 帛尸 黎密，道儒，僧佑た ちは み な こ

の 寺に い た． ま た瓊法師がお り， 像法 を護持 して 人倫 を吸引 した．亡 くな っ て か ら陳の
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江 総 は碑 を立 て た ．唐の 貞観 （627−649）初年 に懶融和 尚もこ こ で 亡 くな っ た．宋 に 法

性寺 と称 した．建 炎年 間 （ll27− 1130）に 火事 にあ い
， 寺 は 廃 され た ．か ろ う じて 法性

と書か れ た 額が 残 っ た．寺 は復建 され， 3 つ の 建物 と な っ た．東は石 仏 院 ， 西 は 前法性

寺 ・後法性寺で ある ．元末に は存在 したが ， 明 にい た っ て は伝 えられ て い ない
3）
， （下線

は 伊藤 ，
以 降も同様）

　上 記 に は 「金陵で 初め て の 寺院で あ」 っ たか ら
，

つ ま り金 陵 で 初め て 建 て た寺

だか ら建初 寺 と名づ け た とあ る． 初め て建 て た寺 な ら， 「初建寺」の ほ うが ふ さ

わ しい の で は ない か ．

3 ． 初め て の 寺院 とい う記述

3 ．1 ．建 初寺の 名前 の 由来 を記す 『大正 蔵』 の 記事 は，全 部で 約 10箇 所 あ る．

　こ れ らの 内容 は 以下 の 3 種 に なる ．

　a ）以始有仏寺 故号建初寺．
4）

（「最初の 仏教寺院 なの で 建初寺 と呼」
5）

ん だ．）

　b ）教法初興故名建初寺焉．
6）

（教 法が は じめ て行 われ た こ とか ら， 建初寺 と名づ け られ

　　た．）

　c ）又為寺奉会居焉額 日建初．江南寺塔此為始也
7）
， （（孫権 は〉寺 を建 立 して ， 康僧会

　　に献 じた．額 に建初 とした．こ れが江南の 寺塔の 初め で ある．）

3 ．2， 近 年の 論 文の 多 くは建初寺 を江南 で は じめ て の 寺 院 と記 して い る
8）
，

a ）康僧会 の 本 領 は 実践 布教 に あ り， 呉主孫権 を帰信 さ せ ，江南 に は じめ て 建初寺 を建

　立 した． ＜仏教史概説 ； 中国篇 1968，p．19＞

b）（康僧会は）247年呉の 孫権 （南京）に い た り， は じめ て 江南 に 仏寺をた て ， 建初寺

　と号 した． （＜ア ジア歴史事典 1985＞「康僧会」の 項，牧田諦亮 1960）

c ）孫権 は その 霊験 に 感 じて 江南 に は じめて 仏寺 を建て て建初寺 と号 し，そ の 地 を仏 陀

里 と名づ け た とい う． 〈鎌 田茂雄 2001
， p．　27＞

d ）247年 （赤烏 10）康僧会 （？−280）建業 に来る （
一

説 241年）．孫権 建初寺 を創建 し

　て住持 させ る．江南 で 最初 の寺 院 となる ．〈仏教 の 東伝 と受容 2010， p．367 年表＞

e ）建初寺は 呉の 康僧会の 時代 に江南に 初め て 建立 され た寺院．〈『高僧伝』（1）訳 2009，

　p．　103註 （1）〉

4 ． 建初寺以前 の 寺院

建初寺以前 に も， 江南 に は い くつ か の 寺 院が 存在 した．

4 ．1 ． 予章の 東寺

安世 高が 予章 （現 在の 南昌）に 建 て た寺． 「安世 高 は 2 世紀 ご ろ の 人． パ ル テ ィ
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ア の 皇 太子 で あ っ た が ， 父 の 死 に よ っ て 無常 を強 く感 じ ， 出家修行 した． 経蔵に

博通 し ，
と りわ け 阿毘曇 の 学 に精通 し， 中 国 の 禅法 は 彼 か らは じま っ た と言わ れ

る． 各地 を行脚 して教 化 を行 い
， 後漢 の 桓帝 （147− 167）の 初 め に洛 陽 に 到着 した ．

以 来 20年間に 「安般守意経』 な ど 176部の 訳経 をな した． 訳経が 終 わる と後漢

末の 黄巾の 乱 を き っ か け と した 戦乱 期に入 り， 江 南 に趣 い た．」
9〕

「廬 山 （ろ ざん ）

か ら予 章 に 到 り， 東 寺 を建 立 した
10）

． さ らに 広 州 を め ぐ り北 上 して 会稽 に 来 た

時 ， 市 井の 乱 闘 に 巻 き込 まれ て 命を落 と した．」
11）

4 ．2． 武昌の 昌楽寺 ・慧宝 寺 ・徳潤寺

　（1）黄初 元年 （220）呉主孫権は武 昌に 昌楽寺 を建 て た
12＞

．

　（2）太和 3 年 （229）呉の 潘夫人 は武昌に慧宝寺を建て た
］3）

．

　（3）尚書令闕 沢 は舎宅 を徳潤寺 とした
14）

．

　建初 寺の 20年以 上 前の 220年 と 229年 に孫権 と夫人 が 武 昌 に 昌楽寺 と慧 宝寺

を建立 して い る． また 閾沢 が 尚書令 とな っ た の は ， 孫権が 皇帝の 即位 に ともな っ

て で あ るか ら，229年で あ る． 同時 に都 を建業に遷 した ． 閾 沢 が 中書令 と な っ た

の が 232年以 降． 遷 都 と と もに 武 昌の 家 宅 は必 要 な くな り， 家宅が 寺 とな っ たの

は ， 229年 9月以降 232年まで の 間 とい うこ と になる
15）

．

5 ． 建初寺の 寺号の 意味

　少 な くとも， 予 章 に東寺 ， 武 昌に 昌楽寺 ・慧 宝寺 ・徳潤 寺が存 在 した の だ か

ら
，

こ の 初め て とい うの は江 南で は な く， 呉 国で もな くt 孫権で もない ． も っ と

単純 に 考 えて み よ う．都 の 名が建 業 な の だか ら 「建業で 初め て の 寺」 とい う意味

なの で は ない か ．

6 ． ベ トナ ム の 建初寺

　今現在 ，
ベ トナ ム の 首都 ハ ノ イ近 くに建初 寺 とい う名の 寺 院が存在す る

16）
．

　ベ トナ ム に仏教 が伝 わ っ たの は 2 世紀で
， その 地 は ル イ ・ロ ウ とい う， 現在の

ハ ノ イ の 東側 で ある． 「ル イ ・ロ ウ は 中国の 後漢の 末期 に ，

ベ トナ ム が 中国の 支

配下 に あ っ て ， その 交州 の 太守で あ っ た士 燮 （在位 187−226）が 都 と定 め た地 で

あ っ た． ル イ ・ロ ウ に は
，
2 世紀 にイ ン ドか らの 仏 教 僧 が ， 海路 や 陸路 に て や っ

て きて い た． こ の 地 はベ トナ ム に 仏 教 が伝 わ る最 初 の 中 心 地 で あ っ た ．」
17）

「建初

寺 は ， 正確 にい つ 創建 された の か
， 不 明で あ る． 仏教 が 先の ル イ ・ロ ウ に伝わ っ

た 1世紀 頃 よ りや や 後 の こ ろ 建て られ た と もみ な され る． また一 説 に よ る と
， 感
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誠禅 師 （？−860）は
， 阮氏 とい う方 の 家 を もらい 受けて

，
そ れ を寺 とした と もい わ

れ てい る．」
18）

　す なわ ち ， 創建 され た年に は ，   1世紀 ご ろ よ りや や後   9世紀の 2説が あ る．

も し ， 建初寺が 1世紀 こ ろ よ りや や 後 ， 仮 に 2世紀 だ とす る と
， 3世紀 に ハ ノ イ

で 出家 した康僧会が こ の 建初寺で修行 した こ とは 十分考 え られ る ． さ らに
， 会が

建初寺の 僧侶 で あ っ た の な ら ， 建 業の 寺の 名 を建初寺 と した の は
，

ベ トナ ム で 自

分が 修行 して い た寺の 名をそ の ままもらい 受 けたの で はない だ ろ うか．

　お そ ら く康僧会 は孫権 に 「建業で初 め て の 寺院だか ら ， 建初寺 とい う寺 号 は い

か が で し ょ う」 と進言 した とお もわ れ る． 孫権は何の 疑 い も持 たず ， そ れ を信 じ

て い た に違 い ない ．

　後世 に 再建 さ れ た とい う現在 の 建 初 寺の 建 物 の 写 真 は く伊東 2005＞の 「図版

10」 に 載 っ て い る． また YouTube に 5 分 強 だ が ベ トナ ム の 建 初寺が ア ッ プロ
ー

ドされ て い る
19）

．

7 ， まとめ

　長い 間， 康僧会の ため に孫権が 創建 した建初寺は江南 で 初 めて の 寺院 とい われ

た きた． しか し ， 247年の 建立以 前 ， 江南 に は すで に ， 予 章 に は安世 高 に よ る 東

寺 ， また 呉国 の 最 初 の 都 で あ っ た武 昌に は孫 権 に よ る 昌楽寺 ， 潘夫人 に よ る 慧宝

寺 ， 閾沢 に よ る徳潤寺 とい う4箇 寺が 存在 した． よ っ て建初 寺 は江南で 最初 の 寺

院で は な い ，建初寺 とは建業 で 初め て の 寺 とい う意味で あ る ． また
， 康僧会 は 現

在 の ベ トナ ム の ハ ノ イ近 くで 育 ち ，
10代 で 商人 で あ っ た 両親 が と もに 亡 くな っ

た た め ， 僧侶 とな っ た， 彼が ベ トナ ム で 修行 して い た寺院が建初 寺で あ り， その

寺号 を とっ て ， 建業 の 寺 を建初寺 と名付 け た の で あろ う．

1 ） 〈梁高僧伝 519， p．　60a19＞． 『国訳
一

切 経 史伝 部 7」 （改訂第 2 刷 1988
， 初版 1936

，
　 p．

　15）参照．

2 ） 閲覧に 際 して は，田 辺和子先生 と引田弘道先生 よ りご尽力 をた ま わ りま した．厚 く

　御礼 申し上 げます．

3 ＞〈金陵仏寺大観 2003＞に よ れ ば
， 東呉時代 （222−280）金陵に建て られた寺院と して

　建初寺が 1箇寺記載 され て い る だ けで ある．他に寺院は 建て られ なか っ た よ うで ある．

　ちなみ に東晋代 （317−420）は 37箇寺，宋代 （420−479）には 60箇寺が記載され て い る．

4 ）「以 始有仏寺．故日建初寺．」 『高僧伝』（『大正蔵』no ．2059，
　vol ．50， 60a19）．前後 も

　含め 同文の 経典 は ， 以下 の 6経典 に な る． 『歴 代三宝紀』 （『大 正 蔵』no ．2034，　vol．49，

　59c4−5）， 『神僧伝』 （『大正 蔵』no ．2064，
　vol ．50，

　49c21）， 『出三 蔵記集』 （『大正蔵』no ．
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　 2145，vol ．55
，
　96b28）， 『大 唐内典録 』 （『大 正蔵 』no ．2149，

　vol ．　55， 230bl6）， 『開元 釈教録』

　 （『大正 蔵』 110 。2154
，
vol ．55

，
490c19）， 『貞元新定釈教 目録』 （『大 正蔵』 no ．2157 ，

　vol ．55，

　 788a18）．

5 ）訳 文 は 〈『高僧伝』（1）訳 2009，p．70＞に よ る ．

6 ）『広弘明集』 （『大正蔵」 no ．2103，　vo1 ．　52，99c24−25）， 『集古今仏道論衡』 （『大正 蔵』 no ．

　2104，　vol ．52，365a4−5）， 『金 剛暎巻 上」 （『大 正 蔵」no ．2734，　vo1 ．85
，
55bl−2）の 3 経典 は

　前後 も同文．少 々 文章が異 なるが ，「初建伽藍崇重仏法其寺称建初寺」（泗 座講式』（『大

　 正蔵』 no ．2731．　vol ．　84，　905c2−3）） も同様 とみ て い い だ ろ う．

7 ）『釈 子稽 古略』 （『大 正 蔵』 no ．2037，
　vol ．49，

　771c13− 14）．

8 ）三 国時代，揚子江 の 南に は，蜀 と呉の 2 国が あ っ た． しか し，蜀に は仏教が 伝 わ ら

　 なか っ た． 『高僧伝』に も蜀 に対 す る記 述 は ま っ た く見 当 た らな い ． したが っ て ， こ

　 こ で い う江 南 とは呉 国 を指 す，

9 ）〈出三 蔵 記 集 515＞ （『大 正 蔵 』vol ．55，
　95c2） と く梁 高 僧 伝 519＞（『大 正 蔵 』vol ．50，

　 323c17）は東寺 ， ＜イ ン ド仏教人名辞典 p．26＞は大安寺．

10）〈イ ン ド仏教 人名辞典 p．26＞参照．

11）〈劉継生 2008，p．　136注 8）〉．＜梁高僧伝 519＞ （『大正蔵』vol ．50
，
323c16−17）に は

， 過

　 去 世と現世 との 輪廻転生 の 話の 後 に 「達 予章．即 以 廟物造東寺．」 とある．

12）黄初元年呉主孫権於武昌建 昌楽寺． 〈仏祖統紀 1269＞（「大正蔵』vo1 ，49，331b25）
13）太和三年呉潘夫人於武昌建慧宝寺． ＜仏祖統紀 1269＞（『大正 蔵』vol ．49

，
463b24）

14） 尚書令 闕沢舎宅為徳潤寺．今普済寺是．〈仏祖統紀 1269＞ （『大正蔵』v ・L49 ，463b22−

　 25）

15）224年に，維祗難が竺律炎 と ともに武 昌に や っ て 来て 『曇鉢経』 の テ キス トをもた

　 らしたが，孫権の 昌楽寺 に 滞在 して い た の で あ ろ う．

16）建初寺の 位 置につ い て は ， 岩月純
一

先生に ご教示 をた ま わ りま した．厚 く御礼 申し

　 上 げます．

17） 〈伊東照司 2005， pp．18−19＞．
18）〈伊東照司 2005

， p．26＞．

19） http：〃www ．youtUbe．com ！watch ？v ；7q−Oy3h4qfU．
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